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　昨年６月に日本ロマンチスト協会から「恋する灯台」に
認定されたことから、令和２年度中に、眺望を確保するた
めの樹木の伐採、記念パネルやベンチの設置など、周辺
整備を行い、恋人の聖地、絶景スポットとして情報発信
することとなっている。 
　　　 （荒川一義議員の一般質問に対する答弁より）

≪崎山半島の先端にある能登観音埼灯台≫



2議会だより

3　月
定例会
の概要

令和２年度　令和２年度　一般会計　２９９億９,０００万円一般会計　２９９億９,０００万円
※予算総額　６２６億４６３万４千円※予算総額　６２６億４６３万４千円

（一般会計、特別会計をあわせたもの　対前年度比　７億２,６２７万２千円減　△１．１%）（一般会計、特別会計をあわせたもの　対前年度比　７億２,６２７万２千円減　△１．１%）

（対前年度比　２億２,０００万円増　＋0.7％）（対前年度比　２億２,０００万円増　＋0.7％）

令和２年度当初予算の主な概要令和２年度当初予算の主な概要
●七尾駅前にぎわい館整備事業 .............7億2,637万4千円
※七尾駅前商業施設パトリアの大規模改修

●七尾駅前にぎわい館管理運営 ............1億５,058万6千円
※七尾駅前商業施設パトリアの管理運営、出店奨励金など

●スタートアップ事業............................................400万円
※空き店舗などで創業する際に必要な改装費、機器購入費
等の一部助成

●ローカルベンチャー推進事業 ...................3,669万3千円
※事業継承を進めるため都市部からの人材獲得、育成
※地域資源を生かしたブランド化への支援

●企業立地等助成事業..................................3,974万1千円
※雇用創出に資する工場等増設に係る経費の一部助成

●ふるさと納税推進事業..............................1億9,920万円
※返礼品やインターネット窓口サイト利用料など

●県営圃場整備事業　............................1億8,042万9千円

●震災対策農業水利施設整備事業....................150万7千円
※県営ため池耐震工事に向けた事業計画概要書の作成

●鳥獣被害対策事業 .....................................2,185万2千円
※イノシシ捕獲奨励金、イノシシ埋設への助成、鳥獣駆除、
狩猟免許取得更新の支援、捕獲檻購入支援

●七尾城跡調査整備事業..............................8,288万1千円
※七尾城跡への誘客を目的とした大手道登山口駐車場の整
備など

●いきいき七尾暮らし移住交流推進事業...............880万円
※移住コンシェルジュ設置に対する助成

●いきいき七尾暮らし促進支援事業............1,327万1千円
※県外からの移住者向け民間賃貸住宅家賃助成

●万行地区土地区画整理事業............................. 4,000万円
※万行地区土地区画整理組合が整備した公共施設に対する
助成

●私立保育園等施設整備費補助金..........1億6,412万1千円
※園舎の改築など大規模改修工事等に対する支援

●学校インターネット活用推進事業..........1億434万5千円
※教育のＩＣＴ化に向けた普通教室と特別教室へのＬＡＮ
整備、学習系ネットワークの増速化、電子黒板の整備な
ど

●消防用自動車整備事業..............................7,760万2千円
※ポンプ車（中島分遣所、袖ケ江分団、釶打分団）

●消防団活動施設整備事業 ..........................3,538万3千円
※袖ケ江分団車庫詰所の立替工事

●動画像伝送クラウドシステム整備事業........... 52万8千円
※救急活動時に心電図や動画等をリアルタイムで救急医療
機関へ伝送するシステムの整備

●コミュニティセンターの指定管理............8,632万1千円
※コミュニティセンターの指定管理者制度の導入

●地域コミュニティ活動支援事業................1億8,271万円
※コミュニティセンターを活動の拠点とする地域づくり協
議会への活動支援

●コミュニティセンター整備事業................5,153万4千円
※崎山地区コミュニティセンター移転に伴う改修費用

●健康増進センターアスロン管理運営事業 ....7,696万4千円
※健康増進センターアスロンの管理運営に係る経費

●Ａ類疾病等予防接種事業 ..............................467万8千円
※令和２年８月から令和３年１月の間に生まれた児を対象
としたロタウイルス予防接種の実施

●戸籍住民基本台帳郵便局交付事業............1,463万2千円
※11郵便局での諸証明の発行業務委託など

●年金･おくやみコーナー設置........................152万８千円
※死亡による各種手続き窓口の一本化など

●ＲＰＡ及びＡＩ活用事業 ..............................549万1千円
※ＲＰＡ及びＡＩを活用した働き方改革の推進

★詳しい概要は「七尾ごころ」広報４月号をご覧ください。

　令和2年第1回七尾市議会定例会は、２月25日（火）に開会し、３月４日（水）から３月６日（金）　令和2年第1回七尾市議会定例会は、２月25日（火）に開会し、３月４日（水）から３月６日（金）

には計１３名の議員が、議案に対する質疑と市政一般について、代表質問及び一般質問を行いまには計１３名の議員が、議案に対する質疑と市政一般について、代表質問及び一般質問を行いま

した。した。

　市長より提出された議案等については、議案５４件、報告１件（報告１件は議決不要）、最終日の　市長より提出された議案等については、議案５４件、報告１件（報告１件は議決不要）、最終日の

３月23日（月）には、追加議案７件、同意案1件、また、意見書提出など議会議案4件も含め、全て３月23日（月）には、追加議案７件、同意案1件、また、意見書提出など議会議案4件も含め、全て

可決され、２８日間の会期を終え閉会しました。可決され、２８日間の会期を終え閉会しました。



Q&A3 議会だより

中西 庸介 議員
（新政会）

今田 勇雄 議員
（灘会）

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
パ
ト
リ
ア
の
再
生
と
財
政
運
営
に
つ
い
て

■
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
七
尾
東
部
中
学
校
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

■
能
越
自
動
車
道
田
鶴
浜
七
尾
道
路
に
つ
い
て

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
財
政
に
つ
い
て

■
福
祉
政
策
に
つ
い
て

■
観
光
振
興
に
つ
い
て

■
教
育
委
員
会
に
問
う

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
と
対
応
策
は
。

　

県
の
発
表
で
、
県
内
に
感
染
者
が
出
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。
当
市
に
お
い
て

事
実
で
な
い
こ
と
が
情
報
と
し
て
流
れ
、
風
評
被
害
に
も
つ
な
が
る
よ
う
な
間
違

い
だ
ら
け
の
情
報
が
拡
散
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
多
く
の
市
民
は
、
不
安
と
混
乱
を
招
い

て
い
る
こ
と
と
思
う
が
、
打
ち
消
す
た
め
の
正
し
い
情
報
と
知
識
を
伝
え
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
思
う
。

　

こ
の
現
況
と
認
識
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。
今
後
の
対
応
策
と
市
民
へ
の

周
知
方
法
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

本
当
に
残
念
で
は
あ
る
が
、
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
掲
載
し
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
に
惑
わ
さ
れ

な
い
よ
う
に
、
冷
静
な
行
動
を
重
ね
て
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

情
報
公
開
は
国
・
県
が
集
中
管
理
し
責
任
を
持
っ
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
個
人
情

報
保
護
の
観
点
か
ら
、
情
報
が
出
に
く
い
が
、
的
確
な
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
な
ど
で
周
知
し
て
い
き
た
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
が
、

情
報
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

■
子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
完
全
無
料
化
に
つ
い
て

子
ど
も
医
療
費
窓
口
完
全
無
料
化
の
実
施
を
！

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
に
お
い
て
、
圧
倒
的
に
多

く
寄
せ
ら
れ
た
意
見
が
、
子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
完
全
無
料
化
で
あ
り
、
さ
ら
に

総
合
戦
略
推
進
委
員
会
な
ど
、
様
々
な
場
で
同
様
の
意
見
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
内
の
自
治
体
で
、
医
療
費
の
完
全
無
料
化
を
実
施
し
て
い
な
い
の
は
、
七
尾
市

を
含
め
２
自
治
体
と
聞
い
て
い
る
。

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
子
育
て
世
代
が
望
む
、
子
ど
も

医
療
費
の
窓
口
完
全
無
料
化
に
つ
い
て
、
今
こ
そ
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　

子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
、
既
に
平
成
30
年
度
か
ら
実
質
負
担
ゼ
ロ
円
の
対
応

を
実
施
し
て
い
る
。
実
施
前
後
の
医
療
費
は
、
額
に
お
い
て
約
２
、９
０
０
万
円
、

率
で
35
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
財
源
と
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
充
て
て
い
る
。

　

今
後
は
、
過
剰
受
診
や
は
し
ご
受
診
を
控
え
て
い
た
だ
け
ば
、
そ
れ
ほ
ど
医
療
費
の
大
幅

な
伸
び
は
な
い
の
で
は
と
考
え
て
お
り
、
少
子
化
の
進
行
や
子
育
て
世
代
か
ら
の
根
強
い
要

望
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
や
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

支
え
る
観
点
か
ら
、
令
和
２
年
度
中
に
医
療
機
関
と
の
調
整
を
終
え
、
必
要
と
な
る
シ
ス

テ
ム
改
修
な
ど
を
進
め
、
令
和
３
年
度
に
は
窓
口
完
全
無
料
化
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
し
っ

か
り
と
準
備
を
進
め
て
い
く
。

 

代
表
質
問
（
灘
会
）

 

代
表
質
問
（
新
政
会
）

質

質

答

答

Q&  A議員の 市の七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。
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Q&  A議員の 市の

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
災
害
避
難
時
に
お
け
る
盲
導
犬
等
の
対
応
に
つ
い
て

■
町
会
運
営
の
現
状
と
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
総
合
戦
略
に
つ
い
て

■
保
育
園
の
民
営
化
に
つ
い
て

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
学
校
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て　
　

■
平
和
学
習
に
つ
い
て

■
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て　
　
　

■
全
国
学
力
調
査
に
つ
い
て

■
乗
車
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

■
若
者
な
ど
の
雇
用
確
保
に
つ
い
て

地
域
の
課
題
を
主
眼
と
し
た
業
種

へ
の
支
援
を
！

　

市
内
に
既
存
店
が
あ
る
業
種
で
創
業
を
重
ね
て
も
、
顧
客

の
奪
い
合
い
で
は
摩
擦
が
生
じ
や
す
い
た
め
、
市
民
に
サ
ー

ビ
ス
が
行
き
届
か
な
い
よ
う
な
地
域
の
課
題
を
主
眼
と
し
た
業
種
へ

の
支
援
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
第
１
次
産
業
や
第
２

次
産
業
な
ど
、
縮
小
傾
向
に
あ
る
業
種
に
関
し
て
も
、
創
業
支
援
と

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

　

創
業
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
と
し

て
、
小
売
・
卸
売
業
や
飲
食
サ
ー
ビ
ス
、
製
造
・
加
工
業
等

を
対
象
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
既
存
の
事
業
者
と

の
競
合
が
顕
在
化
し
て
い
る
「
美
容
業
・
理
容
業
」
に
つ
い
て
は
、

対
象
外
と
す
る
対
応
を
取
っ
て
い
る
。
来
年
度
か
ら
は
、
地
域
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
の
事
業
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
も
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
１
次
産
業
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
、
新
規
就
農
者
な
ど

に
対
し
、
国
や
県
、
市
の
制
度
を
紹
介
し
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

■
自
由
通
路
に
つ
い
て

駅
前
と
駅
南
の
一
体
の
ま
ち
づ
く

り
を
！

　

駅
前
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
の
方
策
と
し

て
、
駅
前
と
駅
南
の
一
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
及
び
取

組
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
駅
前
と
駅
南
を
繋
ぐ
自

由
通
路
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
は
、
駅
の
南
側
に
電
車
の
停
泊
、

保
守
点
検
基
地
な
ど
の
施
設
が
あ
る
こ
と
か
ら
整
備
が
難
し
い
が
、

引
き
続
き
続
け
て
き
た
協
議
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

中
心
市
街
地
へ
人
の
流
れ
を
誘
発
し
、
駅
前
周
辺
の
に
ぎ

わ
い
創
出
を
図
る
た
め
に
、
ま
ず
パ
ト
リ
ア
の
再
生
が
最
優

先
と
考
え
て
い
る
。
老
朽
化
し
た
施
設
の
大
規
模
改
修
を
行
う
と
と

も
に
、
入
店
す
る
テ
ナ
ン
ト
募
集
に
出
店
奨
励
金
を
用
意
し
、
食
料

や
衣
料
品
の
買
物
、
美
容
室
や
医
療
機
関
な
ど
の
日
常
生
活
を
支
え

る
サ
ー
ビ
ス
提
供
で
き
る
空
間
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　

自
由
通
路
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
６
月
議
会
で
、
調
整
が
難
し

く
進
展
し
て
い
な
い
と
答
弁
し
て
以
来
、
状
況
に
変
化
は
な
い
。
財

源
確
保
の
観
点
か
ら
も
実
現
に
向
け
た
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、
厳
し
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

■
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
有
効
活
用
を
！

　

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
あ
る
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
が
調
整
中

と
な
っ
て
い
る
の
は
大
変
残
念
だ
。
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や

ま
び
こ
荘
や
田
鶴
浜
の
野
鳥
公
園
に
設
置
し
て
あ
る
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ

は
、
誘
客
に
活
か
せ
る
有
効
な
手
立
て
で
あ
る
。
ま
た
、
来
年
度
コ

ロ
サ
ス
キ
ー
場
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゲ
レ
ン
デ
に
設
置
予
定
の
「
動
く
歩

道
」
の
良
き
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
。
早
急
に
修
繕
し
、
し
っ

か
り
活
用
す
べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　

市
街
地
や
和
倉
温
泉
の
観
光
・
誘
客
手
段
の
目
的
と
し
て
、

平
成
28
年
度
に
七
尾
商
工
会
議
所
屋
上
と
和
倉
温
泉
ホ
テ
ル

海
望
屋
上
に
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
新
設
し
て
お
り
、
今
後
も
有
効
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

や
ま
び
こ
荘
と
野
鳥
公
園
の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
は
設
置
以
来
14
年
が

経
過
し
、
現
在
は
修
繕
不
能
の
状
況
に
至
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
映

像
を
楽
し
み
に
ご
覧
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

き
た
こ
と
を
心
苦
し
く
思
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
表
示
し
な
い
よ
う
処
理
さ
せ
て

い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
る
が
、
や
ま
び
こ
荘
に
あ
る
も
の
も
含
め

て
、
ど
う
い
っ
た
目
的
で
再
利
用
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
検
討

し
て
み
た
い
と
思
う
。
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佐藤 喜典 議員
（無会派）

山添 和良 議員
（無会派）

（灘会）
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【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
七
尾
市
通
学
路
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

■
鷹
合
川
に
つ
い
て

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
第
２
期
七
尾
市
ま
ち･

ひ
と･

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

■
図
書
館
活
動
に
つ
い
て　
　

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
災
害
発
生
時
等
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

■
ひ
き
こ
も
り
の
現
状
と
支
援
に
つ
い
て

■
「
摂
食
障
害
」
の
治
療
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

■
道
路
整
備
に
つ
い
て

通
学
路
の
歩
道
整
備
促
進
を
！

　

七
尾
中
学
校
前
の
市
道
徳
田
３
０
３
号
線
の
歩
道
が
、
令

和
２
年
度
末
ま
で
に
藤
橋
バ
イ
パ
ス
ま
で
完
成
予
定
と
聞
い

て
い
る
。
し
か
し
、
通
学
路
に
指
定
さ
れ
て
い
る
国
分
町
の
半
田
、

山
下
地
区
は
、
大
雨
が
降
る
と
川
が
あ
ふ
れ
、
道
路
に
も
濁
流
が
流

れ
出
す
。
中
川
原
町
の
踏
切
付
近
か
ら
八
幡
町
の
旧
農
協
牛
乳
ま
で

の
市
道
徳
田
１
３
１
号
線
に
歩
道
を
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

八
幡
町
か
ら
下
町
に
か
け
て
、
七
尾
中
学
校
や
朝
日
小
学
校
の
通

学
路
に
な
っ
て
い
る
市
道
徳
田
18
号
線
の
計
画
事
業
が
２
年
経
過
し

た
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
予
定
か
。

　

現
在
、
七
尾
中
学
校
、
朝
日
小
学
校
の
通
学
路
対
策
と
し

て
、
市
道
徳
田
３
０
３
号
線
と
市
道
徳
田
18
号
線
の
整
備
を

進
め
て
い
る
。
市
道
徳
田
１
３
１
号
線
に
つ
い
て
も
、
歩
道
等
の
連

続
性
を
確
保
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
整
備
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
は
現
在
事
業
中
の
市
道
徳
田
18
号
線
の
整
備
効
果
の
早
期
発
現

に
取
り
組
み
、
整
備
状
況
を
見
な
が
ら
今
後
整
備
区
間
と
事
業
着
手

を
見
定
め
て
い
き
た
い
。

　

市
道
徳
田
18
号
線
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
約
２
キ
ロ
間

の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
現
道
の
幅
員
11
ｍ
に
拡
幅
す
る
た
め
、
用

地
取
得
に
努
め
て
い
る
。
ま
と
ま
っ
た
用
地
が
確
保
で
き
た
区
間
か

ら
順
次
工
事
を
実
施
し
、
１
年
で
も
早
く
全
線
開
通
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。

■
ど
じ
ょ
う
の
養
殖
に
つ
い
て

ど
じ
ょ
う
を
能
登
島
の
特
産
品
に
！

　

昨
年
、
株
式
会
社
フ
ァ
ー
ム
・
エ
ン
ジ
ン
と
い
う
会
社
が
、

温
泉
の
二
次
利
用
の
事
業
化
を
目
指
し
、
ど
じ
ょ
う
の
ふ
化

か
ら
稚
魚
の
販
売
、
養
殖
物
の
販
売
等
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で
一
貫

し
た
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
能
登
島
の
養
殖
実
験
は
成
功
し
た

の
か
伺
う
。

　

温
泉
利
用
養
殖
は
、
泥
を
使
わ
な
い
の
で
泥
臭
さ
が
無
く
、
温
泉

熱
を
利
用
す
る
た
め
水
槽
の
温
度
を
一
定
に
保
つ
こ
と
で
餌
の
食
い

が
良
く
、
通
常
１
年
以
上
か
か
る
が
６
か
月
ぐ
ら
い
で
肉
厚
で
骨
が

柔
ら
か
い
成
魚
に
な
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

現
在
の
場
所
で
は
狭
く
お
湯
の
量
が
足
り
な
く
な
る
懸
念
も
あ
る

が
、
事
業
拡
大
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り
、
将
来
的
な
展
望
に
つ

い
て
伺
う
。

　

昨
年
４
月
に
１
万
尾
、
８
月
に
５
万
尾
の
稚
魚
を
入
れ
、

10
月
か
ら
金
沢
の
店
舗
へ
の
試
験
的
な
提
供
を
経
て
、
昨
年

末
か
ら
出
荷
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
順
調
に
成
長

し
て
い
る
。
温
泉
熱
を
使
い
、
11
月
か
ら
５
月
ま
で
、
成
長
が
ど
の

よ
う
に
進
む
か
を
重
要
な
目
的
と
し
て
行
っ
て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ

成
功
し
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　

事
業
者
に
お
い
て
養
殖
を
行
う
ハ
ウ
ス
を
増
や
し
た
い
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
熱
源
と
な
る
温
泉
の
量
の
確
保
策
を
含
め
、
能

登
島
の
新
た
な
特
産
と
な
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
認
知
症
施
策
の
充
実
に
つ
い
て

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
を
各
町
会
に
！

　

市
に
お
い
て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
ど
れ
く
ら
い
に
増

え
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
か
。

　

近
隣
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
専
門
機
関
と
情

報
共
有
を
図
り
、
そ
の
チ
ー
ム
内
で
学
び
合
っ
て
、
必
要
と
さ
れ
る

支
援
を
行
う
が
、
こ
の
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
取
組
を
各
町
会
単
位
で

取
り
組
め
な
い
か
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
開
催
し
、

令
和
２
年
２
月
ま
で
で
地
域
や
学
校
な
ど
１
６
２
回
開
催
し

て
お
り
、
延
べ
５
、１
８
９
人
の
方
が
受
講
し
て
い
る
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
り
、
支
援
す
る
応
援
者
と
し
て
で

き
る
範
囲
で
手
助
け
を
行
う
も
の
で
、一
部
地
域
で
は
認
知
症
カ
フ
ェ

や
通
い
の
場
な
ど
の
運
営
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
は
、
養
成
講
座
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
を
受

講
し
た
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
認
知
症
の
人
と
そ

の
家
族
の
支
援
活
動
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
市
で
は
、
高
齢
者
等
の

個
別
の
生
活
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
担
い
手
と
し
て
、
各
地
区
で
生
活
介

護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
て
お
り
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
受
講
も
必
須
と
し
て
い
る
。
今
後
、
こ
の
方
々
に
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
研
修
を
受
講
い
た
だ
き
、
ま
ず
は
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
地
区

単
位
で
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
整
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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（新政会）

桂　撤男 議員
（灘会）

伊藤 厚子 議員
（無会派）

徳田 正則 議員
（新
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【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て

■
自
治
体
経
営
の
生
産
性
向
上
に
つ
い
て　

■
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
つ
い
て

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
災
害
対
応
に
つ
い
て

■
年
金･

お
悔
や
み
コ
ー
ナ
ー
設
置
に
つ
い
て

■
合
葬
型
墓
地
の
整
備
に
つ
い
て

■
人
事
評
価
に
つ
い
て

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
パ
ト
リ
ア
再
生
に
つ
い
て

■
和
倉
温
泉
お
祭
り
会
館
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

■
七
尾
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
行
政
計
画
の
策
定
と
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
！

　

七
尾
市
総
合
計
画
の
基
本
方
針
と
将
来
像
に
沿
っ
た
誰
も

が
暮
ら
し
た
い
ま
ち
の
実
現
を
目
指
す
に
は
、
経
済
、
社
会
、

そ
し
て
環
境
の
３
つ
の
面
に
お
い
て
新
し
い
価
値
の
創
出
を
通
し
て
、

持
続
可
能
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
地
域
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
下
敷
き
と
し
て
ど
の
よ
う
な
形
で
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

そ
の
場
合
、
各
部
署
が
横
断
的
な
取
組
を
す
る
体
制
を
ど
の
よ
う
に

つ
く
っ
て
い
く
の
か
。

　

市
が
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
々
な
施
策
自
体
が
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
目
標
に
互
い
に
目
指
す
方
向
性
が
通
じ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
第
２
期
総
合
戦
略
で
４
つ
の
柱
を
横
断
す
る
視
点
と
し

て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
う
た
っ
て
お
り
、
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
各
分
野
か

ら
成
る
委
員
会
の
委
員
か
ら
意
見
も
頂
き
、
ま
と
め
上
げ
る
中
で
、

基
本
的
施
策
ご
と
に
通
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
目
標

を
ロ
ゴ
で
表
示
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
部
で
構
成
し
て
い
る
庁
内
連
絡
会
議
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

対
し
て
横
断
的
に
情
報
を
共
有
す
る
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
総

合
戦
略
を
ま
と
め
上
げ
た
と
き
の
七
尾
市
総
合
戦
略
等
推
進
委
員
会

に
お
い
て
も
、
毎
年
度
、
取
組
に
対
し
効
果
検
証
を
行
っ
て
い
く
と

い
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
２
０
３
０
年
に

向
け
た
、
世
界
が
合
意
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
開
発
目
標
に
つ
な
が
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

■
ア
ス
ロ
ン
に
つ
い
て

ア
ス
ロ
ン
の
今
後
に
つ
い
て
！

　

健
康
運
動
指
導
士
の
専
門
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
質
の
高

い
施
設
が
「
ア
ス
ロ
ン
」
の
魅
力
だ
。

　

４
月
か
ら
市
の
直
営
に
当
た
り
、
今
後
の
施
設
の
在
り
方
に
つ
い

て
伺
う
。
①
今
後
の
健
康
増
進
施
設
の
在
り
方
②
条
例
で
定
め
て
い

る
事
業
に
つ
い
て
の
考
え
③
今
後
、
指
定
管
理
者
制
度
移
行
に
対
す

る
考
え
④
利
用
促
進
対
応
を
伺
う
。

　

①
運
動
療
法
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
実
績
が
無
く
、
個

人
利
用
負
担
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
４
月
か
ら
は
取
り
や
め

る
が
、
各
種
講
座
、
プ
ー
ル
、
温
泉
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
な
ど
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
継
続
し
て
い
く
。
②
現
在
週
４
日
、
１
日
３
回
実

施
し
て
い
る
教
室
、簡
単
な
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ
、マ
ッ

ト
運
動
、
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
に
つ
い
て
も
継
続
実
施
。

　

ま
た
、
田
鶴
浜
地
区
の
が
ん
検
診
及
び
特
定
健
診
の
会
場
と
し
て

の
利
用
や
、
セ
ミ
ナ
ー
室
を
利
用
し
た
市
の
特
定
保
健
指
導
や
地
区

で
の
健
康
づ
く
り
の
活
動
で
も
実
施
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
る
。
③

直
営
で
運
営
す
る
中
で
経
費
の
見
直
し
や
会
員
確
保
を
図
り
、
施
設

の
健
全
経
営
に
努
め
、
安
定
的
な
運
営
を
目
指
し
、
今
後
、
指
定
管

理
す
る
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
検
討
し
て
い
く
。
④
皆
様

か
ら
の
紹
介
や
広
報
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
で
少

し
で
も
多
く
の
会
員
確
保
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
教
室
や
ス
タ
ジ
オ
が
空
い
て
い
る
場
合
、
積
極

的
な
活
用
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
も
考
え
て
い
る
。

■
七
尾
市
ま
ち･

ひ
と･

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
の
リ
ピ
ー
タ
ー
確
保
を
！

　

今
後
ふ
る
さ
と
納
税
を
推
進
・
発
展
さ
せ
て
い
く
に
は
、

事
業
の
趣
旨
や
内
容
、成
果
を
明
確
化
す
る
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
や
、
継
続
的
に
寄
附
し
て
く
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
を

増
や
す
か
の
点
に
つ
い
て
の
見
解
と
取
り
組
み
、
そ
し
て
現
在
の
納

付
寄
附
金
額
と
使
い
道
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
は
、
市
の
政
策
や
取

り
組
み
の
発
信
、
ま
た
寄
附
者
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
上
で

も
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
昨
年
度
行
っ
た
和
倉
温
泉
ま
つ
り

会
館
の
で
か
山
制
作
費
の
募
集
は
、
事
業
の
趣
旨
や
内
容
を
明
確
に

し
て
お
り
、
会
館
の
Ｐ
Ｒ
及
び
魅
力
発
信
に
も
寄
与
し
た
も
の
と
考

え
て
い
る
。
成
果
に
つ
い
て
も
、
寄
附
額
の
結
果
を
明
示
し
、
寄
附

者
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
席
も
案
内
す
る
。
今
後
は
七

尾
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
検
討
し
、
返
礼

品
を
設
け
る
な
ど
こ
の
制
度
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　

七
尾
に
は
米
や
新
鮮
な
魚
、
水
産
加
工
品
な
ど
優
れ
た
返
礼
品
が

多
く
あ
り
、
寄
附
者
に
は
喜
ば
れ
て
お
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
も

の
と
感
じ
て
い
る
。
引
き
続
き
魅
力
あ
る
多
種
多
様
な
返
礼
品
を
提

示
し
、
全
国
に
七
尾
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　

使
い
道
の
主
な
事
業
と
し
て
、
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
８
、

４
０
０
万
円
、
鳥
獣
被
害
対
策
２
、０
０
０
万
円
、
定
住
促
進
住
宅
取

得
助
成
５
、０
０
０
万
円
、
空
き
家
対
策
２
、０
０
０
万
円
な
ど
で
あ

る
。

 
一
般
質
問

 

一
般
質
問

 

一
般
質
問

質

質

質

答

答

答

西川 英伸 議員
（新政会）

永崎　陽 議員
（新政会）

荒川 一義 議員
（無会派）

返礼品の一部（魚介類）返礼品の一部（魚介類）
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七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
消
費
税
と
病
院
経
営
対
策
に
つ
い
て　

■
変
形
労
働
時
間
に
つ
い
て

■
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て　
　
　
　
　

■
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
七
尾
ま
ち･

ひ
と･

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

■
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

公
立
能
登
総
合
病
院
の
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て
！

　

①
能
登
病
院
で
は
、
２
０
２
５
年
度
を
想
定
し
て
、
病
床

数
を
算
定
し
て
い
る
と
思
う
が
、
地
域
医
療
構
想
と
の
違
い

を
伺
う
。
②
医
師
は
５
年
間
の
猶
予
期
間
が
あ
る
も
の
の
、
過
労
死

ラ
イ
ン
を
超
え
る
時
間
外
労
働
を
な
く
す
た
め
の
方
策
を
伺
う
。
③

地
域
医
療
構
想
に
基
づ
く
医
療
費
抑
制
を
や
め
、
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
た
住
民
参
加
の
地
域
医
療
計
画
を
策
定
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺

う
。

　

①
在
宅
医
療
が
難
し
い
能
登
地
域
で
は
、
病
床
削
減
に
よ

り
患
者
の
行
き
場
が
な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
能
登
中

部
医
療
圏
で
は
総
人
口
は
減
少
す
る
が
、
高
齢
者
人
口
は
２
０
３
０

年
ま
で
は
増
加
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
約
９
割
の

病
床
が
稼
働
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
当
面
は
病
床
数
を
維
持
し
、

削
減
す
る
予
定
は
な
い
。　

②
当
院
で
は
不
足
す
る
医
師
の
負
担
軽

減
の
た
め
に
、
チ
ー
ム
医
療
を
進
め
る
と
同
時
に
医
師
事
務
作
業
補

助
者
を
14
名
配
置
し
、
書
類
作
成
の
代
行
入
力
を
し
、
医
師
が
行
う

特
定
の
医
療
行
為
が
で
き
る
特
定
看
護
師
と
い
う
も
の
を
養
成
、
配

置
し
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
る
。
当
直
翌
日
の
午
後
に
は
帰
宅
で
き

る
よ
う
に
勧
め
て
お
り
、
さ
ら
に
複
数
主
治
医
制
を
全
て
の
診
療
科

で
達
成
で
き
る
よ
う
、
医
師
の
確
保
を
大
学
に
お
願
い
し
て
い
る
。

　

③
既
に
地
域
住
民
の
代
表
や
、
医
療
関
係
者
な
ど
が
参
加
す
る
形

で
地
域
医
療
構
想
会
議
が
行
わ
れ
て
お
り
、
将
来
の
医
療
需
要
、
必

要
病
床
数
な
ど
に
つ
い
て
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
病
床
削
減
に

つ
い
て
は
、
地
域
医
療
構
想
の
推
計
値
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
将
来

計
画
に
つ
い
て
、
能
登
病
院
協
議
会
で
地
元
協
議
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

■
Ｐ
Ｃ
Ｂ
調
査
に
つ
い
て

化
学
物
質
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
が

使
わ
れ
た
も
の
は
な
い
か
！

　

人
体
に
有
害
な
化
学
物
質
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
（
Ｐ
Ｃ

Ｂ
）
が
全
国
の
橋
や
ダ
ム
、
鉄
橋
や
水
門
と
い
っ
た
大
規
模

施
設
の
一
部
塗
料
に
含
ま
れ
て
い
る
と
す
る
環
境
省
の
調
査
結
果
が

発
表
さ
れ
、
調
査
費
用
や
除
去
作
業
に
は
相
当
の
費
用
が
か
か
る
よ

う
だ
が
、
橋
梁
の
老
朽
化
対
策
な
ど
課
題
山
積
の
中
、
新
た
な
問
題

で
あ
る
こ
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
問
題
に
対
し
て
市
の
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

　

橋
梁
塗
装
の
対
応
に
つ
い
て
、
当
市
が
管
理
す
る
橋
梁
、

市
道
橋
で
４
５
６
橋
、
農
道
橋
・
林
道
橋
合
わ
せ
て
15
橋
、

計
４
７
１
橋
の
う
ち
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
塗
料
が
国
内
で
製
造
・
使
用

さ
れ
た
期
間
に
造
ら
れ
た
鋼
鉄
製
の
橋
１
橋
あ
っ
た
が
、
こ
の
１
橋

に
つ
い
て
は
、
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
23
年
度
に
塗

装
の
塗
り
替
え
、
修
繕
を
実
施
し
て
お
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
塗
料
が

使
用
さ
れ
て
い
る
橋
梁
は
、
現
在
当
市
が
管
理
す
る
中
に
は
な
い
。

議
員
定
数
削
減
を
求
め
る
動
議

　

今
定
例
会
で
、
永
崎 

陽 

議
員
か
ら
、
議
員
定
数
削
減
を
求
め
る

動
議
が
提
出
さ
れ
、
討
論
・
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

議
員
定
数
の
削
減
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
議
員
報

酬
の
歳
出
額
を
抑
制
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
提
案

18
名 

⇓ 

15
名
（
３
名
減
）

賛
成
少
数
で
否
決

動議とは？
　動議とは、一般的に会議の途中において、予定外に発議される、会議の意思
決定を求める提案のことです。

 
一
般
質
問

 

一
般
質
問

　

動　

議

質

質

答

答

礒貝 和典 議員
（無会派）

木下 敬夫 議員
（無会派）

公立能登総合病院公立能登総合病院

内
容

結
果

七尾市議会だより 検索



8議会だより

総務企画常任委員会に付託を受けた議案および予算常総務企画常任委員会に付託を受けた議案および予算常
任委員会総務企画分科会に分担された議案について審任委員会総務企画分科会に分担された議案について審
査した結果、主に下記内容が議論されました。査した結果、主に下記内容が議論されました。

◆委　員　長／山崎智之
◆副委員長／礒貝和典
◆委　　員／西川英伸、久保吉彦
　　　　　　杉木　勉、中西庸介

総務企画 分科会（予算常任委員会）
常任委員会

パトリア

【議案第１号】
令和2年度七尾市一般会計予算
◆七尾駅前にぎわい館費について

問大規模改修に有利な地方債を活用するということだが、どういった
ところが有利なのか。
答地方債の充当率が90％、交付税措置率が48.5％で、2億4,300万
円余りの元金分が地方交付税として入ってくる。さらに利子分も入
ってくる。
問外壁、防水、設備工事の7億2,600万円の内訳は、もう決まっている
のか。
答外壁、防水工事は2億4,728万円、内装、設備工事は4億6,425万5
千円で、合計7億1,153万5千円である。
問修繕のタイムスケジュールを示して頂きたい。
答入札手続きを4月から進め、外構、内装について、12月末までには完
了出来るよう現在進めている。
　 　

【議案第１号】
令和2年度七尾市一般会計予算
◆地方バス対策事業費について

問地方バス対策事業費について、万行・緑ヶ丘線が廃止との新聞記事
があったが、事業費の中にはこの路線の廃止は含まれているのか。
答運行基準が4月からの年度ではなく、10月1日から翌年の9月30日
までの経費が対象であり、この路線の赤字部分も含まれている。

主な審議内容
【議案第1号】
令和2年度七尾市一般会計予算
◆地籍調査事業費について
問地籍調査について、場所の選定はどのように進めているのか。
答平成24年度に西湊地区を対象に国土交通省が、都市部官民境界基
本調査を行った。それを引き継いで平成26年度から事業を実施し
ている。
問今後、地籍調査の区域は拡がるのか。
答現在の西湊地区は令和７年度までの事業である。その後は隣接地
を予定している。

　 　

【議案第20号】
七尾市コミュニティセンター条例の一部を改正する条例について
◆コミュニティセンターの管理運営に係る経費について
問利用料金併用型とはどのようなものなのか。
答利用料金制は、もらった利用料金で、コミュニティセンターの管理を
行って頂き、市からの指定管理料は支払わない。利用料金が見込め
ない施設については、それをすると赤字になるので、指定管理料を
払って、管理をして頂く。利用料金である程度は賄えるが、館全体を
管理するには足りない場合は、不足分は市から指定管理料を払うも
のが併用型である。
問利用料金制のコミュニティセンターはあるのか。
答利用料金制のコミュニティセンターはない。全て指定管理料で管理
している。

分科会分担
・議案４件

委員会付託
・議案24件

七尾駅前の路線バス
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教育民生常任委員会に付託を受けた議案および予算常教育民生常任委員会に付託を受けた議案および予算常
任委員会教育民生分科会に分担された議案について審任委員会教育民生分科会に分担された議案について審
査した結果、主に下記内容が議論されました。査した結果、主に下記内容が議論されました。

◆委　員　長／荒川一義
◆副委員長／大林吉正
◆委　　員／山添和良、伊藤厚子　
　　　　　　永崎　陽、桂　撤男

教育民生 分科会（予算常任委員会）
常任委員会

コロサスキー場に設置予定の「動く歩道」と同型の機器

主な審議内容

委員会付託
・議案10件
・請願１件

【議案第1号】
令和２年度七尾市一般会計予算
◆高齢者いきいき入浴補助事業費について

問事業の利用率を知りたい。
答令和２年２月末において18．6％である。３月が昨年と同じ利用を見
込むと、昨年度と同じ20．5％に近い利用率になると思われる。
問目標の利用率に達せずに３年目を迎えるが、２年目までで、市民か
ら「使い勝手が悪い」などの声があり、課題反省を踏まえ、新年度に
向けた工夫があれば教えて欲しい。
答新年度においては、実施方法を含め、検討していきたい。引き続き、
介護予防の健康教室は実施していきたいと考えている。
問具体でどのようなものがあるか教えて欲しい。
答実施対象者の変更や、送付させていただくことによって取りに来る
手間を省略する方法など、色々と検討したが、新年度も同じように実
施していきたい。
問検討する内容は、今は示せないということだろうが、これから実施し
ていく中で、課題反省を踏まえ、市民に見えるような形で、３年目を
迎えて欲しい。
　 　

【議案第1号】
令和２年度七尾市一般会計予算
◆公立保育所運営費について

問公立保育園が無くなるのは市長答弁でもあったが今年度か。
答公立保育園の廃止を目標にしているのが、石崎、田鶴浜の両園であ
るが、令和３年度末なので令和４年３月いっぱいである。
問公立の保育士は何人になるか。
答育休等に入っているものを除き、正規の保育士で３園を合せ５０人
である。今後２年間で、定年退職を迎える方を除き、かつ公立園のま
ま存続予定の中島保育園に配置する保育士を除いた方の処遇対応
をしていく。
問何人程度になるか。
答中島保育園に入所している児童が２年後にどのように推移するか一
概にわからないが、市長から答弁があった通り５０人程度のうち半
分程度になると見込んでいる。

【議案第１号】
令和２年度七尾市一般会計予算
◆スキー場管理運営費について

問2，200万円余りのお金をかける新規事業の動く歩道設置だが、費
用対効果が出るまで、少なくともＰＲしていくかということになる。市
民も能登地区の住民も県民も知らなかったということでは、せっか
くの予算措置が無駄になる。どのようにＰＲしていくという想定で予
算要求されているか。
答指定管理者のコロサ管理組合と運営について協議し、学校単位でス
キー合宿の利用実績があるため、市内及び近隣市町の学校や各種
子ども関係団体に周知を徹底したいと考えている。
問誰もが知らなかったというようなことが無い配慮をお願いしたい。
イメージが湧かないが、どのようなものを設置検討しているのか。
答場所は正面ゲレンデの右端に100ｍほど、形状は空港などにある平
面エスカレーターのようなものをゲレンデの上部まで設置し、スキ
ーなどを履いたまま乗っていただける。
問費用対効果をどのように見込んでいるか。
答今シーズン積雪が少なかったわけだが、既存リフトの到着部の頂上
は南側に面しており、積雪しづらい環境である。反面、自力で登るこ
とが困難な正面ゲレンデは、積雪が少なくリフトが使用できない状
態でも、スキー合宿など初心者の利用も見込める。小学校のスキー
教室だけは実施したいという思いがある。財源の市債3，090万円
の計上であるが、辺地債である。８割は交付税算入されるため、残り
２割の約600万円が市の負担であり、その程度であれば、使用料10
年間でまかなえると見込んでの予算要求である。
問積雪が何センチから滑走可能なのか。
答少なくとも30㎝。50㎝あれば圧雪車が稼働でき、安全な運営がで
きる。
　 　

【議案第１号】
令和２年度七尾市一般会計予算
◆障害者福祉事務費について

問手話講座の実施は、文部科学省からの事業なのか。
答昨年、手話言語条例が制定され、小学校児童５年生、市内10校13ク
ラスを対象に、手話とろうあ者への理解を深める講座を実施する。
文部科学省の事業ではない。

分科会分担
・議案10件
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産業建設常任委員会に付託を受けた議案および予算常産業建設常任委員会に付託を受けた議案および予算常
任委員会産業建設分科会に分担された議案について審任委員会産業建設分科会に分担された議案について審
査した結果、主に下記内容が議論されました。査した結果、主に下記内容が議論されました。

◆委　員　長／佐藤喜典
◆副委員長／徳田正則
◆委　　員／木下敬夫、垣内武司
　　　　　　今田勇雄、杉本忠一

産業建設 分科会（予算常任委員会）
常任委員会

分科会分担
・議案４件

委員会付託
・議案11件

主な審議内容
【議案第1号】
令和２年度七尾市一般会計予算
◆ふるさと納税推進事業費について

問インターネットの窓口サイトを増やす意向と聞いているが、予算額に
含まれているのか。
答「楽天」「さとふる」「ふるさとチョイス」「ふるぽ」の４サイトが、ふる
さと納税の募集を行っている。新たなサイトは、独自サイトを検討し
ているが、予算額にその費用は含まれていない。
問ふるさと納税の返礼品の米がすでに無くなっていることについて、
生産者への増産依頼やＰＲを行っているのか。

答米の登録事業者は１０数社で、ＪＡを除くほとんどの事業者が完売し
ている。登録事業者の流通先はふるさと納税以外にもあり、事業者
の判断となる。
　 　

【議案第1号】
令和２年度七尾市一般会計予算
◆鳥獣被害対策事業費について

問狩猟免許更新支援補助の対象者は何人か。
答捕獲隊員を対象とし、１４９名である。来年度は２７名増える予定で
ある。
問焼却施設の稼働はいつになるのか。
答令和３年３月末までに完成し、４月からの稼働を計画している。
問焼却施設に運搬する経費はどうなるのか。
答今後、検討していく予定である。

【議案第１号】
令和２年度七尾市一般会計予算
◆農業次世代人材投資事業費について

問交付予定者はどのような業種に携わっているのか。
答交付予定者は、５年間の継続者と新規２名を見込んでいる。１月から
交付している夫婦は、実家を継ぎ、周辺の農地を借り入れ稲作を行
っている。他の交付者は、稲作や畑作である。
問夫婦で稲作をしている方は、他の農地も借り入れていることで、事業
の対象となるのか。
答５年間の計画に基づき就農支援を行っている。交付を受けた年の倍
の年を就農しなければ、交付金を返還する制度となっている。
　 　

【議案第１号】
令和２年度七尾市一般会計予算
◆企業誘致対策事業費について

問植物工場の操業予定はどのようになっているのか。
答現在、技術開発について検証している。令和３年度の工事着手を目
指している。
問予算が少額ではないか。
答企業誘致は、情報収集をしてからであり、活動の範囲が難しいのが
実態である。情報収集を行いながら、しっかりと取り組んでいきた
い。

ふるさと納税返礼品の一部
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令和２年第1回定例会採決結果一覧表
■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数

今議会において、提案された議案等の採決結果は下記の通りです。　なお、杉木議長は、採決に加わりません。
※賛成多数の議案には、西川、徳田、礒貝、永崎、中西議員が反対しました。

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第1号 令和２年度七尾市一般会計予算 可決
議案
第2号 令和２年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計予算 可決
議案
第3号 令和２年度七尾市国民健康保険特別会計予算 可決
議案
第4号 令和２年度七尾市後期高齢者医療保険特別会計予算 可決
議案
第5号 令和２年度七尾市介護保険特別会計予算 可決
議案
第6号

令和２年度七尾市公設地方卸売市場事業特別会計
予算 可決

議案
第7号 令和２年度七尾市水道事業会計予算 可決
議案
第8号 令和２年度七尾市下水道事業会計予算 可決
議案
第9号 令和２年度七尾市病院事業会計予算 可決
議案
第10号

七尾市印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正
する条例について 可決

議案
第11号 七尾市職員定数条例の一部を改正する条例について 可決
議案
第12号

七尾市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正
する条例について 可決

議案
第13号

七尾市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正
する条例について 可決

議案
第14号

七尾市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補
償等に関する条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第15号

七尾市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第16号

七尾市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第17号

七尾市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
について 可決

議案
第18号 七尾市手数料条例の一部を改正する条例について 可決
議案
第19号 七尾市基金設置条例の一部を改正する条例について 可決
議案
第20号

七尾市コミュニティセンター条例の一部を改正する条
例について 可決

議案
第21号 七尾市七尾駅前にぎわい館条例について 可決
議案
第22号 七尾市能登島伝承の館条例を廃止する条例について 可決
議案
第23号

七尾市能登島総合健康センター条例を廃止する条例
について 可決

議案
第24号

七尾市温泉健康増進センター条例の一部を改正する
条例について 可決

議案
第25号 七尾市ふれあい交流館条例を廃止する条例について 可決
議案
第26号

七尾市郷橋ふれあいセンター条例を廃止する条例に
ついて 可決

議案
第27号

七尾市放課後児童クラブ設置条例の一部を改正する
条例について 可決

議案
第28号 七尾市児童館条例を廃止する条例について 可決
議案
第29号

七尾市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基
準に関する条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第30号

七尾市保育士等修学資金貸付条例の一部を改正する
条例について 可決

議案
第31号

七尾市集落排水施設条例の一部を改正する条例につ
いて 可決

議案
第32号

七尾市農村環境改善センター条例を廃止する条例に
ついて 可決

議案
第33号

七尾市勤労者総合福祉センター条例を廃止する条例
について 可決

議案
第34号 七尾市営住宅条例の一部を改正する条例について 可決
議案
第35号

七尾市特定公共賃貸住宅設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例について 可決

議案
第36号

七尾市定住促進住宅条例の一部を改正する条例につ
いて 可決

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第37号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 可決
議案
第38号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 可決
議案
第39号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 可決
議案
第40号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 可決
議案
第41号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 可決
議案
第42号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 可決
議案
第43号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 可決
議案
第44号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 可決
議案
第45号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 可決
議案
第46号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 可決
議案
第47号 七尾市過疎地域自立促進計画の変更について 可決
議案
第48号 新たに生じた土地の確認について 可決
議案
第49号 町及び字の区域の変更について 可決
議案
第50号 フォーラム七尾等の指定管理者の指定について 可決
議案
第51号 工事請負契約の締結について 可決
議案
第52号 財産の無償譲渡について 可決
議案
第53号 財産の無償譲渡について 可決
議案
第54号 市道路線の廃止について 可決
議案
第55号 令和元年度七尾市一般会計補正予算（第８号） 可決
議案
第56号

令和元年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計補正
予算（第３号） 可決

議案
第57号

令和元年度七尾市国民健康保険特別会計補正予算
（第４号） 可決

議案
第58号

令和元年度七尾市後期高齢者医療保険特別会計補
正予算（第１号） 可決

議案
第59号

令和元年度七尾市介護保険特別会計補正予算（第４
号） 可決

議案
第60号

令和元年度七尾市下水道事業会計補正予算（第４
号） 可決

議案
第61号 令和元年度七尾市病院事業会計補正予算（第３号） 可決

議　　　案　　　名 採決結果
議会議案
第1号 七尾市議会委員会条例の一部改正について 可決

議会議案
第2号 七尾市議会会議規則の一部改正について 可決

議会議案
第3号

七尾市議会の議員の議員報酬等の特例に関する条例
の一部改正について 可決

議会議案
第4号

中高年のひきこもりに対する実効性ある支援と対策
を求める意見書 可決

なお、可決された意見書は関係機関へ提出しました。

議　　　案　　　名 採決結果
同意案
第1号 監査委員の選任について 同意

議　　　案　　　名 採決結果
請願
第1号

石川県における精神障害者の医療費助成制度の創設を
求める請願 採択

請願
第2号

選択的夫婦別姓の導入など、一日も早い民法改正を求め
る国への意見書採択についての請願 不採択
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●  ●  ●  お 知 ら せ ●  ●  ●
　議会だよりへの、市民の皆さんの率直なご意見・
ご感想をお寄せください。なお、議会の会議録につ
いては、七尾市役所情報公開コーナー、七尾市立図
書館等に備えてあるほか、市のホームページでも閲
覧できるようになっていますので、ご覧ください。

「七尾市議会だより」
デジタルブック（多言語）対応

議　会　の　動　き

1月 ２日 石川県知事新年互例会（金沢市）

７日 議会改革特別委員会

１４日 小丸山小学校６年生議会見学

１５日 議会運営委員会

議会だより編集委員会

１６日 第１０２回能登五市議会議長会定期総会
（羽咋市）

２０日 総務企画常任委員会

３１日 議会改革特別委員会

２月 5日 教育民生常任委員会

6日 全国市議会議員共済会第１１９回代議員会
（東京都）

12日 全国高速自動車道市議会協議会第４６回定
期総会（東京都）

２月 13日 産業建設常任委員会

全国広域連携市議会協議会第72回理事会
全国広域連携市議会協議会第５１回総会（東京都）

18日 議会運営委員会
予算常任委員会理事会

全員協議会（当初予算内示会）

19日 第１４０回石川県市議会議長会定期総会
（金沢市）

20日 第１４０回石川県市議会議長会定期総会
（金沢市）

21日 議会運営委員会

石川県後期高齢者医療広域連合議会定例会
（金沢市）

・ケーブルテレビななおでは、
　議会開会に合わせて、
　議会の様子を生中継しております。
　
・ユーチューブでも議会中継を
　ご覧いただけます。
　ＱＲコードを読み取って
　ご覧ください。

議会中継を
ご覧いただけます


